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平 成 ２ ２ 年 ９ 月 猪 苗 代 町 議 会 定 例 会  

町 長 所 信 表 明  

本日、平成２２年第５回猪苗代町議会定例会を招集い

たしましたところ、議員の皆様には何かとご多用の中ご

出席をいただき、ご審議をお願いできますことに対し、

深く感謝申し上げます。  

 今議会が開催されるにあたり、平成２１年度歳入歳出

決算の認定をはじめ、平成２２年度一般会計補正予算案

など、重要な議案を提出いたしておりますので、ご審議

をお願いいたしますとともに、議員各位のご理解とご協

力をお願い申し上げる次第であります。  

 提出議案の説明に先立ちまして、当面する町政の諸 課

題につきまして、所信の一端を申し上げたいと存じます。 

 

(磐梯山憲章制定について ) 

はじめに、磐梯山憲章制定について申し上げます。  

磐梯山周辺の３町村では、磐梯山の豊かな恵みに感謝

しつつ、美しい姿を保全しながら、後世に引き継いでい

くことを基本理念とする、「磐梯山憲章」を関係団体か

らのご意見をいただき、制定に向けての協議を行なって

まいりました。  

このたび、３町村において、この理念の共通認識の下、

連 携 し て 磐 梯 山 の 環 境 保 全 に 取 り 組 む こ と で 合 意 が な

されましたので、それぞれの議会にご説明を申し上げて、
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今月に県内外に向けて、共同宣言を行うことになりまし

た。 

今後は、磐梯山憲章を登山マップ、登山者カード等へ

の掲載、各登山口への看板設置などを通して 憲章を啓蒙

するとともに周辺住民の宝である、「磐梯山」の自然環

境保全に努めてまいる所存であります。  

 

（ 雇 用 情 勢 に つ い て ）  

次 に 、 雇 用 情 勢 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

内 閣 府 は 、 ２ ０ １ ０ 年 第 一 四 半 期 の 国 内 総 生 産

Ｇ Ｄ Ｐ の 成 長 率 は 前 期 比 で 0. 4％ 増 と な り ま し た

が 、 日 本 経 済 が 一 時 的 に 停 滞 す る 「 踊 り 場 」 の 状

態 に 入 っ た 可 能 性 が あ る と し 、 景 気 回 復 の ペ ー ス

が 鈍 っ て き て い る と 発 表 し て お り ま す 。  

一 方 、 県 内 に お い て は 、 県 の ８ 月 月 例 報 告 に よ

る と 生 産 活 動 や 雇 用 情 勢 を 中 心 に 持 ち 直 し の 動 き

が 見 ら れ る も の の 、 引 き 続 き 厳 し い 状 況 に あ る と

報 告 さ れ て お り ま す 。  

特 に 、「 会 津 地 域 」 は 、 高 速 道 路 の 土 ・ 日 曜 日 の

一 律 千 円 効 果 や 誘 客 キ ャ ン ペ ー ン 等 に よ り 観 光 関

連 業 種 は 大 き な 伸 び を 示 し て い る 半 面 、 地 場 産 業

か ら 先 端 技 術 産 業 ま で の 製 造 業 で は ま だ ま だ 回 復

基 調 に な い た め 、 全 体 的 に 厳 し い 経 営 状 況 が 続 い

て お り ま す 。  
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本 町 経 済 も 、 本 年 の ス キ ー 場 の 入 込 数 が 前 年 比 、

約 三 万 五 千 人 増 と な る な ど 、 猪 苗 代 観 光 商 品 券 発

行 事 業 の 効 果 が あ っ た も の の 、 消 費 の 低 迷 、 購 買

の 町 外 流 出 等 、 ま だ ま だ 厳 し い 経 営 を 強 い ら れ て

い る こ と か ら 、 町 独 自 の 金 融 支 援 制 度 と 県 の 金 融

セ ー フ テ ィ ネ ッ ト を 活 用 し な が ら 、 経 営 安 定 の 支

援 を 引 き 続 き 、 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る と こ ろ で

あ り ま す 。  

雇 用 情 勢 に つ い て は 、 近 時 の 経 済 危 機 や 半 導 体

の 世 界 的 再 編 に よ る 事 業 縮 小 や 統 廃 合 に よ り 、 多

数 の 解 雇 や 雇 い 止 め が 発 生 し て お り ま す 。  

ハ ロ ー ワ ー ク 会 津 若 松 の ８ 月 月 例 報 告 に よ り ま

す と 、 平 成 ２ ２ 年 ６ 月 の 月 間 有 効 求 人 倍 率 は 、 全

国 の 0． ５ ２ 倍 、 県 内 の 0． ４ ３ 倍 、 会 津 若 松 管 内

の 0．３ ９ 倍 と な り 、依 然 低 水 準 で は あ る も の の 前

年 比 で ４ ケ 月 連 続 で 上 昇 す る な ど 、 わ ず か で あ り

ま す が 、 持 ち 直 し の 兆 し が み ら れ て お り ま す 。  

こ の よ う な 中 、 県 で は 、「 福 島 県 会 津 地 域 雇 用 開

発 計 画 」 を 策 定 し 、 会 津 地 域 の 特 性 に 応 じ た 魅 力

あ る 雇 用 機 会 の 創 出 を 通 じ 、 地 域 内 の 求 職 者 に 良

好 な 雇 用 の 場 を 提 供 し 、 地 域 的 な 雇 用 構 造 の 改 善

を 図 る こ と に し て お り ま す の で 、 町 と し て も 、 厳

し い 町 内 雇 用 状 況 を 打 破 す べ く 、 本 計 画 と 無 料 職

業 紹 介 所 の 活 用 、 求 人 開 拓 な ど を 強 化 し 、 活 力 あ



 4 

る 町 づ く り を 進 め て ま い る 所 存 で あ り ま す 。  

 

（農業情勢について）  

次 に 、 農 業 情 勢 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

 本 町 農 業 の 基 幹 作 物 で あ る 水 稲 の 生 育 状 況 で あ

り ま す が 、 田 植 え 時 期 か ら ６ 月 初 旬 ま で は 平 均 気

温 が 平 年 を 下 回 る 日 が 続 き 、 初 期 生 育 が 心 配 し て

お り ま し た が 、 そ の 後 の 気 温 ・ 日 照 時 間 と も に 平

年 を 上 回 る 好 天 に 恵 ま れ 、 遅 れ て い た 生 育 も 回 復

基 調 に 転 じ 、 そ の 後 は 順 調 に 推 移 し て お り ま す 。

 県 内 の 水 稲 の 作 柄 概 況 で あ り ま す が 、 福 島 農 政

事 務 所 の 発 表 に よ れ ば 、「 や や 良 」の 見 込 み で あ り 、

全 国 的 に も 「 平 年 並 み 」 な い し は 「 や や 良 」 と 見

込 ま れ て お り ま す 。 そ の た め 、 本 年 の 収 穫 量 に 前

年 か ら の 過 剰 在 庫 を 含 め る と 、 全 体 需 給 は 相 当 量

の 過 剰 と な る こ と が 見 込 ま れ る こ と か ら 、 米 消 費

低 迷 に 加 え 、 米 価 の 下 落 が 心 配 さ れ る と こ ろ で あ

り ま す 。  

な お 、 本 年 度 か ら 施 行 さ れ た 、 コ メ の 戸 別 所 得

補 償 制 度 へ の 本 町 に お け る 加 入 状 況 で あ り ま す が 、

全 農 家 数 の ８ ７ ． ６ パ ー セ ン ト に 当 た る ８ ４ ２ 戸

の 加 入 申 請 が あ り 、 一 定 の 価 格 補 償 が 得 ら れ る と

と も に 本 年 産 米 の 価 格 の 下 落 が あ っ た 場 合 に は 、

そ の 下 落 幅 に 応 じ た 交 付 金 を 受 け る こ と が で き る
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こ と と な り ま し た 。  

ま た 、 そ ば の 作 付 状 況 で あ り ま す が 、 梅 雨 明 け

が 平 年 よ り ５ 日 ほ ど 早 ま り 、 ７ 月 中 旬 か ら ８ 月 初

旬 の 適 期 に 多 く が 播 種 で き た こ と 、 そ し て そ の 後

も 好 天 に も 恵 ま れ た こ と か ら 、 生 育 は 極 め て 順 調

で 、 平 年 作 以 上 の 収 穫 が 見 込 め る も の と 期 待 し て

お り ま す 。  

 

（ 過 疎 地 域 自 立 促 進 計 画 の 策 定 に つ い て ）  

次 に 、 本 年 ４ 月 １ 日 に 改 正 さ れ ま し た 過 疎 地 域

自 立 促 進 特 別 措 置 法 が 施 行 さ れ 、 当 町 も 過 疎 地 域

へ 追 加 指 定 を 受 け ま し た 。  

こ れ に よ り 、過 疎 解 消 に つ な が る 事 業 に つ い て 、

過 疎 債 の 適 用 や 補 助 金 の か さ 上 げ な ど の 財 政 的 支

援 を 受 け る こ と が で き る こ と と な り ま し た 。 こ の

支 援 を 受 け る た め に は 、 過 疎 自 立 促 進 市 町 村 計 画

を 定 め る 必 要 が あ り ま す 。  

ま た 、 こ の 市 町 村 計 画 は 、 県 の 全 体 計 画 と の 整

合 性 を 図 る 必 要 か ら 、 そ の 調 整 を 行 っ て ま い り ま

し た が 、 先 月 末 に そ の 最 終 調 整 が 終 了 し た と こ ろ

で あ り ま す 。  

さ ら に 、 県 に お い て は 県 内 関 係 町 村 の 計 画 を 総

括 し た 「 福 島 県 過 疎 地 域 自 立 促 進 方 針 」 の 国 の 同

意 を 求 め て お り 、 先 月 末 に そ の 同 意 を 得 た と こ ろ
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で あ り ま す 。  

こ れ に よ り 、 国 、 県 と の 法 的 な 手 続 き が 完 了 い

た し ま し た の で 、「 猪 苗 代 町 過 疎 地 域 自 立 促 進 計 画

（ 案 ）」 を 、 今 定 例 会 に 提 案 す る も の で あ り ま す 。 

本 計 画 は 、 法 の 定 め に よ り 、 本 年 度 か ら 平 成 ２

７ 年 度 ま で の ６ 年 間 を 計 画 期 間 と し 、 第 六 次 振 興

計 画 実 施 計 画 の 内 か ら 、 過 疎 地 域 か ら の 自 立 促 進

に 効 果 の 期 待 で き る ６ ３ 事 業 を 抽 出 し 、 体 系 別 に

集 大 成 し 、 策 定 し た も の で あ り ま す 。  

今 後 は 、 年 度 ご と の 財 政 状 況 に 応 じ 、 事 業 の 緊

急 性 、 必 要 性 、 投 資 効 果 を 十 分 に 勘 案 し な が ら 、

町 の 経 済 活 性 化 や 雇 用 の 拡 大 、 定 住 化 促 進 に つ な

が る 事 業 を 優 先 的 に 実 施 し 、 過 疎 地 域 か ら の 速 や

か な 自 立 を 目 指 し て ま い る 所 存 で あ り ま す 。  

 

（企業誘致について）  

次 に 、 企 業 誘 致 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

昨 年 度 実 施 い た し ま し た 、 企 業 誘 致 戦 略 基 礎 調

査 業 務 委 託 の 報 告 が さ れ ま し た 。  

こ の 調 査 報 告 に 基 づ い て 、 今 後 の 「 企 業 誘 致 に

向 け た 基 本 指 針 」 を 定 め 、 自 然 環 境 に 負 荷 が 小 さ

い 「 オ ー ダ ー メ イ ド 型 」 の 企 業 誘 致 活 動 を 更 に 推

進 す る と と も に 、 企 業 か ら の 要 望 等 に 迅 速 に 対 処

す る 、「 企 業 誘 致 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 」 を 庁 内 に 設
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置 し な が ら 、 支 援 体 制 の 整 備 を 図 っ て ま い り ま す 。 

ま た 、 新 た に 企 業 誘 致 の 候 補 地 と し て 、 今 泉 地

区 南 側 の 非 農 用 地 の 約 2. 7ｈ ａ と 、町 営 牧 場 の 工 場

建 設 予 定 地 で あ っ た 約 0. 9 h a の 用 地 の ２ か 所 を 追

加 し 、 町 ホ ー ム ペ ー ジ や 誘 致 パ ン フ レ ッ ト を 活 用

し な が ら 誘 致 活 動 を 展 開 し て ま い る 所 存 で あ り ま

す 。  

企 業 が 立 地 の 契 機 と な る の が 、 出 身 地 や 縁 故 者 、

知 人 等 の 紹 介 や 取 引 先 の 紹 介 が 割 合 と し て 大 き い

こ と か ら 、 今 後 は 、 ト ッ プ セ ー ル ス と 併 せ て 既 存

企 業 と の 連 携 、 東 京 猪 苗 代 町 民 会 等 か ら の 情 報 提

供 等 を 通 し て 、 本 町 の 自 然 ・ 歴 史 ・ 文 化 等 に マ ッ

チ し た 企 業 の 誘 致 活 動 を 進 め て ま い り ま す 。  

 

（ 猪 苗 代 都 市 計 画 の 廃 止 ・ 変 更 ・ 決 定 に つ い て ）  

 次 に 、 猪 苗 代 都 市 計 画 の 廃 止 ・ 変 更 ・ 決 定 に つ

い て 申 し 上 げ ま す 。  

猪 苗 代 南 部 土 地 区 画 整 理 事 業 に つ き ま し て は 、

平 成 ７ 年 ２ 月 の 都 市 計 画 決 定 後 、 平 成 １ １ 年 １ ２

月 に 事 業 計 画 の 認 可 を 受 け 、 測 量 ・ 調 査 設 計 に 着

手 し て ま い り ま し た が 、 地 価 の 下 落 や 町 の 財 政 上

の 理 由 な ど に よ り 平 成 １ ４ 年 １ ２ 月 に 事 業 を 休 止

し て 、 今 日 に 至 っ て お り ま す 。  

こ の 間 、 整 備 手 法 や 新 た な 補 助 メ ニ ュ ー の 検 討
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を 行 い 、 平 成 １ ８ 年 秋 に は 、 区 域 縮 小 や ま ち づ く

り 交 付 金 の 導 入 を 盛 り 込 ん だ 変 更 案 を 地 権 者 に 説

明 す る と と も に 、 意 向 調 査 を 行 っ た と こ ろ で あ り

ま す 。  

調 査 の 結 果 、 無 回 答 ・ 判 断 で き な い 地 権 者 が 以

前 よ り 増 加 し 、 賛 同 者 を 確 保 す る こ と が で き な い

状 況 で あ り ま し た 。  

ま た 、 事 業 計 画 で の 保 留 地 処 分 単 価 の 見 直 し を

行 い ま し た が 、 地 価 の 下 落 が 続 い て お り 、 計 画 的

な 保 留 地 処 分 収 益 を 見 込 む こ と が 困 難 に な っ て い

る こ と や 、 以 前 の よ う に 国 か ら の 交 付 金 等 の 配 分

が 見 込 め な い 状 況 に な っ て お り 、 一 般 財 源 を さ ら

に 投 入 す る こ と は 町 民 の 生 活 に 密 着 す る 事 業 に 影

響 を 及 ぼ す こ と か ら 、 本 事 業 を 中 止 す る こ と に し

ま し た 。  

手 続 き に つ き ま し て は 、平 成 ２ １ 年 １ 月・２ 月 、

事 業 中 止 に 向 け た 地 権 者 説 明 会 を 行 い 、 さ ら に 、

同 年 １ ０ 月 に は 当 該 地 区 を 良 好 な 住 宅 地 と し て の

新 た な ま ち づ く り に つ い て 説 明 会 を 開 催 し 、  

・ 猪 苗 代 都 市 計 画 土 地 区 画 整 理 事 業 の 廃 止  

・ 猪 苗 代 都 市 計 画 道 路 の 変 更  

・ 猪 苗 代 都 市 計 画 地 区 計 画 の 決 定 、 の 素 案 を 策 定

い た し ま し た 。  

 本 年 ８ 月 ２ 日 に は 猪 苗 代 町 都 市 計 画 審 議 会 を 開
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催 し 全 員 同 意 に よ り 承 認 を い た だ き ま し た の で 、

県 知 事 へ の 協 議 の 申 出 を 行 い 、 ８ 月 １ ７ 日 付 け で

同 意 を 得 た こ と か ら 、 ８ 月 １ ８ 日 に 都 市 計 画 廃

止 ・ 変 更 ・ 決 定 の 告 示 を し た と こ ろ で あ り ま す 。  

 

（ 一 般 廃 棄 物（ ご み ）処 理 基 本 計 画 策 定 に つ い て ） 

 次 に 、 一 般 廃 棄 物 ご み 処 理 基 本 計 画 策 定 に つ い

て 申 し あ げ ま す 。  

 近 年 、 我 が 国 に お け る 一 般 廃 棄 物 、 特 に ご み 処

理 を 取 巻 く 状 況 は 、 景 気 の 低 迷 や 尐 子 高 齢 化 に よ

る 人 口 減 尐 、 環 境 問 題 の 社 会 的 認 知 に よ る 分 別 再

利 用 の 気 運 等 に よ り 、総 量 が 減 尐 傾 向 に あ り ま す 。 

 し か し 、 ご み の 不 法 投 棄 は 後 を 絶 た ず 、 循 環 型

地 域 社 会 形 成 の た め に は 分 別 収 集 、 再 利 用 に つ い

て も 更 に 大 き く 事 業 展 開 す る 必 要 が あ り ま す 。  

ま た 、 平 成 １ ７ 年 度 に 策 定 い た し ま し た 現 行 の

一 般 廃 棄 物 ご み 処 理 基 本 計 画 も 策 定 か ら 5 年 が 経

過 し 、 社 会 ・ 経 済 情 勢 の 大 き な 変 化 に 対 応 し き れ

て い な い 部 分 が 出 て き て お り ま す 。  

 こ の た め 、 平 成 ２ ３ 年 ３ 月 末 を 目 標 に 、 本 計 画

の 見 直 し に 着 手 す る こ と と い た し ま し た 。  

 本 計 画 は「 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 」

第 ６ 条 の 規 定 に よ り 、 市 町 村 に 策 定 が 義 務 付 け ら

れ て お り ま す 法 定 計 画 で あ り 、 本 町 の ご み 処 理 ・
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ご み 減 量 化 の た め の 基 本 と な る も の で あ り ま す 。  

も と よ り 、 本 計 画 の 実 現 の た め に は 町 民 、 並 び

に 関 係 各 位 の ご 協 力 が 欠 か せ な い こ と か ら 、 策 定

に 当 た っ て は 、 広 く ご 意 見 を 頂 戴 し な が ら 進 め て

ま い る 所 存 で あ り ま す 。  

 

（提出議案）  

最後に、本定例会に提出いたしました議案について申

し上げます。  

 提出いたしました案件は、  

専決処分の報告案件が１件、  

平成２１年度決算の認定案件が３件、  

平成２２年度補正予算案件が１５件、  

財産の取得に係る案件が１件  

 計画策定案件が１件  

人事案件が１件、  

の計２２件であります。  

  

まず、認定第１号「平成２１年度猪苗代町歳入歳出決

算の認定について」でありますが、一般会計及び特別会

計に係る決算書と監査委員の「平成２１年度猪苗代町各

会 計 決 算 及 び 各 基 金 の 運 用 状 況 審 査 意 見 書 」 と    

「 平 成 ２ １ 年 度 地 方 公 共 団 体 の 財 政 の 健 全 化 に 関 す る

法律に基づく審査意見書」を添えて提出しております。 
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 また、一般会計及び特別会計の会計別概要につきまし

ては、別に提出しております「平成２１年度決算にかか

る 主 要 な 施 策 の 成 果 実 績 概 要 書 並 び に 基 金 運 用 状 況 報

告書」のとおりであります。  

 決算の内容につきましては、会計管理者に説明いたさ

せますので、何卒ご認定賜りますようよろしくお願い申

し上げます。  

 

次に、認定第２号「平成２１年度猪苗代町病院事業会

計決算の認定について」及び認定第３号「平成２１年度

猪苗代町水道事業会計決算の認定について」であります

が、各々の決算書と監査委員の「歳入歳出決算の審査意

見」と「平成２１年度地方公共団体の財政の健全化に関

する法律に基づく審査意見書」を添えて提出しておりま

す。  

 決算の内容につきましては、保健福祉課長及び上下水

道課長に説明いたさせますので、何卒ご認定賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。  

  

同意第４号「猪苗代町教育委員会の委員の任命につき

同意を求めることについて」でありますが、  

 猪 苗 代 町 教 育 委 員 会 委 員 の 土屋
つ ち や

保則
やすのり

氏 が 平 成 ２ ２ 年

９月３０日をもって任期満了となりますので、  

  猪苗代町大字磐里字磐崎１５２４番地２  
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  土
つち

 屋
や

 保
やす

 則
のり

 氏  

を適任と認め任命したいので、同意を求めるものであり

ます。  

 

 以上、提出案件につきまして、ご説明申し上げました

が、各議案の細部につきましては、それぞれ所管の課長

に説明いたさせますので、慎重にご審議のうえ、速やか

な ご 議 決 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ る 次 第 で あ り

ます。  

 どうぞよろしくお願いいたします。  

以  上  
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（ 平 成 ２ ２ 年 ９ 月 猪 苗 代 町 議 会 定 例 会 ）  

人権擁護委員の推薦につき  

意見を求めることについて  

 

（ 説  明 ）  

  そ れ で は 、 「 人 権 擁 護 委 員 の 推 薦 に つ い て 意 見

を 求 め る こ と に つ い て 」 ご 説 明 を 申 し 上 げ ま す 。  

 

  現  人 権 擁 護 委 員 で あ る 阿 部
あ べ

典 子
の り こ

氏 が 、  

平 成 ２ ２ 年 １ ２ 月 ３ １ 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り

ま す の で 、  

  猪 苗 代 町 大 字 若 宮 字 名 家 甲 １ ０ ６ ５ 番 地  

        山
や ま

 田
だ

 猛
た け

 夫
お

 氏  

を 適 任 と 認 め 推 薦 し た い の で 、 人 権 擁 護 委 員 法 第

６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 、 意 見 を 求 め る も の で あ

り ま す 。  

な お 、 事 務 手 続 き の 関 係 か ら 、 今 定 例 会

中 に 答 申 を い た だ き た く 、よ ろ し く お 願 い

申 し 上 げ ま す 。  

                                                                   

以  上
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 平 成 ２ ２ 年 ９ 月 定 例 会 閉 会 時 の あ い さ つ に お け

る 臨 時 会 開 催 の お 願 い  

 

臨 時 会 の 開 催 に つ い て お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

今年の人事院勧告を尊重し、議会議員・町長等・職員

の期末手当等の支給月数の改定、職員の給与等の 改定の

条例改正をご審議いただきたく、１１月下旬に臨時会の

開催をお願いするものであります。  

 

以上  


